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ＪＡ北海道厚生連帯広厚生病院　Kosei Hall C

　審議課題：審議結果を含む主な議論の概要

委員数

2020年度第10回　ＪＡ北海道厚生連　帯広厚生病院倫理審査委員会　会議の記録概要

倫理審査委員会　事務局

開催日時

開催場所

出席委員名

研究課題番号 2020-084

審議案件名

化学療法歴のない根治切除不能または転移性の腎癌患者に対して施行された、
ニボルマブとイピリムマブ併用療法、ペムブロリズマブとアキシチニブ併用療
法、アベルマブとアキシチニブ併用療法治療効果についての後ろ向き及び前向
き観察研究

実施責任者 泌尿器科　副院長　佐澤 陽

審議内容

【迅速審査】本研究は、化学療法歴のない根治切除不能または転移性の腎癌患
者に対して施行された、各併用療法の治療成績と安全性について多施設共同研
究である。過去の試料を用いたり今後の治療の患者が対象であるが、通常診療
の範囲内であり介入・侵襲ない為、迅速審査として審査を行い令和2年12月7日
付けで承認とした。

審議結果 承認

研究課題番号 2020-085

審議案件名
日本語版Bladder Cancer Index（BCI）を用いた膀胱がん術前後のQOLを評価す
る多施設共同前向き観察研究

実施責任者 泌尿器科　副院長　佐澤 陽

審議内容
【迅速審査】令和2年2月17日付で承認されている通常審査の研究であるが、質
問票の一部追加修正や責任医師の役職の変更による軽微な変更申請である為、
迅速審査として審査を行い令和2年12月7日付けで承認とした。

審議結果 承認

研究課題番号 2020-086

審議案件名 寛骨臼骨折観血的手術の短期成績：多施設後ろ向き観察研究

実施責任者 整形外科 部長　本宮 真

審議内容
【迅速審査】本研究は、寛骨臼骨折観血的手術の術後成績を明らかにする多施
設後ろ向き観察研究である。過去の診療録等から情報を収集し介入・侵襲ない
為、迅速審査として審査を行い令和2年12月7日付けで承認とした。

審議結果 承認

保前　英希「委員長」、高村　圭、秋川　和聖、山内　英智、宮本　憲幸
田村　広志、中島　悠雄、助川　麻衣子
書面参加：北村　延夫、岩田　明子

出席委員数：１０名／全委員数：１０名（書面参加：２名）



研究課題番号 2020-088

研究課題番号 2020-087

審議案件名
小児鈍的肝損傷および脾損傷の自然経過と診療パターンの検討：多施設後ろ向
き研究

実施責任者 外科 医長　加藤 航平

審議結果 承認

研究課題番号 2020-089

審議案件名
Ⅲ度熱中症により緊急入院した統合失調症患者の思い
2020年度北海道看護協会十勝支部看護研究会研究発表

実施責任者 5西病棟　看護師　髙橋　美姫

審議内容

【迅速審査】本研究は、緊急入院した統合失調症患者に対する、患者の心理を
理解することを目的とした精神的苦痛のないインタビュー調査であり、介入・
侵襲はなく同意取得も行われている為、迅速審査として審査を行い令和2年12
月7日付けで承認とした。

審議内容

【迅速審査】本研究は、小児鈍的肝損傷及び脾損傷の治療法とアウトカムの関
連について行う多施設後ろ向き観察研究である。過去の診療録等から情報を収
集し介入・侵襲ない為、迅速審査として審査を行い令和2年12月7日付けで承認
とした。

審議結果 承認

審議案件名 実臨床におけるSGLT2阻害薬の多面的作用に関する多施設共同調査研究

実施責任者 薬剤部　係長　田中　悠季

審議内容

【迅速審査】本研究は、実臨床におけるエビデンスの蓄積を目的とした、多施
設後ろ向き観察研究であり、過去の診療録等から情報を収集する研究であり介
入・侵襲ない為、迅速審査として審査を行い令和2年12月7日付けで承認とし
た。

審議結果 承認

研究課題番号 2020-090

審議案件名
泌尿器科医師が手術時に感じているメンタルワークロードに関する前向き観察
研究

実施責任者 泌尿器科　副院長　佐澤 陽

審議内容

【通常審査】本研究は、泌尿器科医師が手術中に感じている主観的精神労働負
荷を明らかにすることを目的とする多施設共同前向き研究である。また、研究
に参加する医師へは同意書を取得し、研究参加医師による手術を受ける患者に
対してはオプトアウトにて周知する。通常診療の範囲内であるが、同意書等の
審査が必要な為、通常審査として審査を行い令和2年12月7日付けで承認とし
た。

審議結果 承認

審議内容

【迅速審査】本案件は、宗教上の理由で輸血を拒否している患者に対して術中
の多量出血に備えてフィブリノーゲン製剤を準備し必要となった場合に早急に
投与できるように事前準備をしておき介入・侵襲ない為、迅速審査として審査
を行い令和2年12月7日付けで承認とした。

審議結果 承認

研究課題番号 2020-091

審議案件名 フィブリノーゲン製剤の適応外使用について

実施責任者 麻酔科　菊地 智春


